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（１）審議概観

第183回国会において、本特別委員会に付託

された法律案及び請願はなかった。

第五回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤなお、

Ｖ）の開催に当たり政府開発援助の効果的な実施

を行った。と推進を求める決議

〔国政調査等〕

第182回国会閉会後の平成25年１月22日

、独立行政法人国際協及び23日の２日間

力機構（ＪＩＣＡ）の技術協力及び青年

海外協力隊事業等に関する実情調査のた

め、福島県及び宮城県に委員派遣を行っ

た。その派遣報告は、今国会の２月28日

に行った。

、国際開発協力の課題と我が２月28日

国のＯＤＡに関する件について参考人一

般財団法人国際開発機構理事長杉下恒夫

君及び独立行政法人日本貿易振興機構ア

ジア経済研究所国際交流・研修室長兼開

発スクール事務局長・教授山形辰史君か

ら意見を聴いた後、タイド援助の活用と

国益重視のＯＤＡ、国益に適った対外戦

略決定の在り方、ＯＤＡに関する参議院

の取組に対する評価、途上国の教育、法

整備、医療分野等におけるＯＤＡ推進の

必要性等について質疑を行った。

、予算委員会から委嘱された５月10日

平成25年度政府開発援助関係経費の審査

を行い、第５回アフリカ開発会議（ＴＩ

ＣＡＤ Ｖ）開催を踏まえた平成25年度予

算における対アフリカ支援施策と経費、

国際交流基金の機能と運営費交付金の増

加策、平成25年度予算におけるＯＤＡを

活用した中小企業の海外展開支援経費と

今後の支援拡充、円安のＯＤＡ関連経費

への影響とＯＤＡの効果的実施のための

対応等について質疑を行った。

５月22日 第五回アフリカ開発会議 Ｔ、 （

ＩＣＡＤ Ｖ）の開催に当たり政府開発援

を助の効果的な実施と推進を求める決議

行った。また、参議院政府開発援助調査

に関する件を議題とし、平成24年度政府

開発援助調査派遣団の参加議員からの意

見表明を踏まえ、中小企業を含めた投資

促進・人材育成・技術支援の官民連携を

ベースにしたＯＤＡ推進の必要性、ベト

ナムにおける開発ニーズの変化、対イン



ドＯＤＡにおけるコンテンツ、職業倫理

を含むソフト面での協力拡充の必要性、

過去の調査結果を踏まえた今後の参議院

ＯＤＡ調査派遣の実施、開発支援におけ

るＮＧＯとの更なる質的・量的連携強化

の必要性等について意見交換を行った。

世界銀行グループ総裁ジム・６月３日、

ヨン・キム君を参考人として招き、世界

銀行と我が国の援助政策について意見を

聴いた。なお、委員会を休憩し、同総裁

と委員間で意見交換を行った。

（２）委員会経過

○平成25年１月28日(月)（第１回）

特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○平成25年２月28日(木)（第２回）

参考人の出席を求めることを決定した。

派遣委員から報告を聴いた。

国際開発協力の課題と我が国のＯＤＡに関す

る件について次の参考人から意見を聴いた

後、両参考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

一般財団法人国際開発機構理事長 杉下恒

夫君

独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済

研究所国際交流・研修室長兼開発スクール

事務局長・教授 山形辰史君

〔質疑者〕

石橋通宏君（民主 、山本順三君（自民 、） ）

（ ）、 （ ）、竹谷とし子君 公明 山田太郎君 みん

（ ）、 （ ）、森ゆうこ君 生活 亀井亜紀子君 み風

吉田忠智君（社民 、浜田和幸君（国民 、） ）

舛添要一君（改革）

○平成25年５月10日(金)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

平成二十五年度一般会計予算（衆議院送付）

平成二十五年度特別会計予算（衆議院送付）

平成二十五年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

について岸田外務（政府開発援助関係経費）

大臣から説明を聴いた後、同大臣、伊東財務

大臣政務官、若林外務大臣政務官、政府参考

人、参考人独立行政法人国際交流基金理事長

安藤裕康君及び独立行政法人国際協力機構副

理事長堂道秀明君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

大 保勉君（民主 、水落敏栄君（自民 、久 ） ）

（ ）、 （ ）、竹谷とし子君 公明 山田太郎君 みん

森ゆうこ君（生活 、吉田忠智君（社民））

本委員会における委嘱審査は終了した。

○平成25年５月22日(水)（第４回）

理事の補欠選任を行った。

第五回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ Ⅴ）

の開催に当たり政府開発援助の効果的な実施

を行った。と推進を求める決議

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

参議院政府開発援助調査に関する件について

意見の交換を行った。

参考人の出席を求めることを決定した。

○平成25年６月３日(月)（第５回）

世界銀行と我が国の援助政策に関する件につ

いて参考人世界銀行グループ総裁ジム・ヨ

ン・キム君から意見を聴いた。

委員派遣

○平成25年１月22日(火)、23日（水）

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）の技

術協力及び青年海外協力隊事業等に関する実

情調査

〔派遣地〕

福島県、宮城県

〔派遣委員〕

（ ）、 （ ）、山谷えり子君 自民 大塚耕平君 民主

（ ）、 （ ）、安井美沙子君 民主 中村博彦君 自民

山本香苗君（公明 、江田五月君（民主 、） ）

（ ）、 （ ）、津田弥太郎君 民主 藤谷光信君 民主



小泉昭男君（自民 、山本順三君（自民 、） ）

竹谷とし子君（公明 、亀井亜紀子君（み）

風）

（３）委員会決議

－第五回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ Ⅴ）の開催に当たり政府開発援助の

効果的な実施と推進を求める決議－

我が国は厳しい経済・財政状況 東日本大震災からの復興途上にある中 ミレニアム開発目標 Ｍ、 、 （

ＤＧｓ）の達成や持続的成長の実現に向けて政府開発援助（ＯＤＡ）の推進に努めている。

本特別委員会は、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の二本松青年海外協力隊訓練所や東日本大震災の被

災地等での調査、有識者からの意見聴取等を通じて、我が国外交の重要な基盤であるＯＤＡの効果

的な推進が必要であるとの認識を深めた。

2013年は、東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）と我が国との交流40周年に当たるとともに、６月

には第５回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ Ｖ）が横浜で開催される。ＴＩＣＡＤ Ｖは、ＴＩＣＡ

Ｄプロセスの開始から20周年を記念する節目の会合であり、これまでの対アフリカ支援をしっかり

と総括し、積み残された課題や新たに生じている問題等を確認した上で、国民生活の向上に向けた

アフリカ諸国の自主・自立的な取組を今後更に効果的に支援していくことを目標に、国際社会とし

てより実効性ある支援戦略と方針を決定することが期待される。

政府は、ＴＩＣＡＤ Ⅴの開催を機に、国際的な動向等を踏まえた予算等の確保にも努めつつ、戦

略的かつ効果的・効率的なＯＤＡの推進に向けて、特に次に掲げる事項について適切な措置を講ず

るべきである。

一、人的交流や技術移転を伴う日本らしさを活かした質の高い援助を更に展開し、外交戦略や成長

戦略と連携し我が国の国益や成長に資するとともに、国民の理解と支持に基づく我が国の顔が見え

るＯＤＡの持続的な推進を図ること。

一、2015年より先の国際開発目標（ポストＭＤＧｓ）策定の論議において、主導的役割を果たすよ

う努めること。

一 ＮＧＯ・民間企業・地方自治体等の援助の多様な担い手との連携を強化するとともに 円借款・、 、

公的金融と無償資金協力・技術協力との連携、官民連携の取組を推進すること。併せて、情報通信

技術、政策立案・制度整備、文化復興・振興を始めソフト分野の支援事業の拡充を図ること。

一、他の援助国や国際機関との援助協調への積極的な参加・参画を通じて、被援助国が自ら設定す

る経済・社会開発目標や支援ニーズへの貢献を一体的に行うこと。その際、資金的な貢献だけでな

く、人的かつ技術的貢献の拡充を図り、被援助国の自立的発展を促す我が国ＯＤＡの基本方針の国

際的浸透を図ること。



一、人間の安全保障の理念に基づき、平和と国民生活の安定を最優先の課題と位置付け、貧困の削

減や飢餓の撲滅、経済・社会の持続的発展、公正・公平な分配による社会不安と格差の解消、多様

な分野で国づくりを担う人材の育成、防災・減災対策の強化、社会インフラの整備などに取り組む

こと。その際、事業の選択と集中を図りつつ、援助の質的な強化を図っていくこと。

一、インフラ・システム輸出の推進や中小企業を含む民間企業の開発途上国への進出の支援等を通

じて、アフリカ諸国を始め開発途上国の持続的成長を支え、併せて我が国の成長にも寄与し得るよ

うＯＤＡの活用を図ること。

一、ＯＤＡ事業の透明性を国内外で一層確保するとともに、事業の目的、内容、効果や、環境、現

地社会に及ぼす影響等についての説明責任をより高い次元で果たしていくこと。併せて、ＯＤＡの

実施においてＮＧＯなどの市民社会が果たしてきた重要な役割に鑑み、今後のＴＩＣＡＤ Ｖのフォ

ローアップメカニズムなどにおいて、各国政府や国際機関に加えて、市民社会との連携・協働の取

組を更に強化すること。

、 、 、一 青年海外協力隊事業 シニア海外ボランティア事業における民間連携ボランティア制度の充実

ボランティア事業への応募者増加に向けた取組の強化、青年海外協力隊員の帰国後におけるキャリ

ア形成、就職支援に係る施策の充実等を推進し、開発援助に携わるグローバル人材の育成とその活

躍の場の拡大を更に図ること。併せて、国連開発計画（ＵＮＤＰ 、世界銀行等の国際機関における）

邦人役職員の更なる増強を含め我が国の人的貢献のより一層の拡充を図ること。

一、アフリカ諸国、特にサブサハラ以南の国々では、大多数の国民が農業によって生計を立ててい

る実情に鑑み、農業技術と生産性の向上、灌漑農業の普及と利活用促進、農業専門家や指導者の養

成、農産品の物流・流通インフラや市場の整備など、農業従事者の収入の安定と増大、更には域内

。 、 、 、食糧自給の向上を目指した取組を重点的に支援すること その際 コメ増産技術支援 理数科教育

保健システム構築等の取組との連携を強化すること。

一、対アフリカ支援を更に効果的に実施するため、現地での援助体制の強化と多層化を図ること。

その際、現地大使館及びＪＩＣＡ事務所の人員体制の拡充を図りつつ、国内ＮＧＯの育成とアフリ

カへの事業展開支援を併せて行うこと。

右決議する。


